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農山漁村等地域の情報収集を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 

２．地域活性化への取組み 

(1)地域ふれあい活動 

ＪＡ八戸（青森県） 

 

新規 継続 

 

○ 

（2014年４月） 

 

1 動機（経緯） 

地域の農業・生活・食文化・伝統を守り引き継ぎながら、将来にわたり地域に必要と思わ

れるＪＡであるために、地域に貢献し、元気を発信する支店を目指し、組合員・地域住民

が中心となった支店独自の活動を 2014 年度から、支店と支店運営委員会が連携して実施

しています。 

2 概要 

2014年度より各支店単位で職員による「地域ふれあい活動プラン策定委員会」を設置し、

活動内容の素案を作成した後、各支店に設置している「支店運営員会」に諮り、活動・イ

ベント内容を決定し地域ふれあい活動を行っています。支店運営委員会のメンバー構成と

しては、支店管内の農産物生産部会員、青壮年部会員及び女性部会員、准組合員等から構

成されています。 

3 成果（効果） 

2018 年度の取組み内容としては、地域の方々とのふれあい祭（農産物販売・女性部屋台

コーナー、各種イベント等）や、市町村で行っている産業まつり等への参加や、グランド

ゴルフ大会等、多種にわたっての行事となり、参加人数は全体で約 1,400人でした。参加

者の反応が良かったとの報告もあり、これまで以上に地域の方々にＪＡを知ってもらえた

のではないかと感じます。また、同様にＪＡで行っている様々な推進活動にも良い効果が

表れていると感じています。 

4 今後の予定 
支店地域ふれあい活動の周知方法や事前準備に係る人員、時間の確保が今度の課題と認識

しています。 

 


